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　中種子中学校体育大会　中種子中学校体育大会

“よいらーいき”でつなぐ“よいらーいき”でつなぐ
人の和と豊かな自然が織りなす　“躍動なかたね”人の和と豊かな自然が織りなす　“躍動なかたね”

　仲間を応援、地域を応援　仲間を応援、地域を応援
　　　　　心をひとつに力強い　　　　　心をひとつに力強い演舞演舞

広 報広 報



広報なかたね 2025.11 月号　2

９月　町内各地で運動会
　

９
月

　

９
月
2828
日
に
、
町
内
小
学
校

日
に
、
町
内
小
学
校

の
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。（
野

の
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。（
野

間
小
学
校
は

間
小
学
校
は
1010
月月
1919
日
に
実
施

日
に
実
施

予
定
）

予
定
）

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
徒

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
徒

競
走
や
応
援
合
戦
、
綱
引
き
な

競
走
や
応
援
合
戦
、
綱
引
き
な

ど
各
学
校
で
生
徒
た
ち
が
元
気

ど
各
学
校
で
生
徒
た
ち
が
元
気

い
っ
ぱ
い
競
技
し
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
競
技
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
校
区
の
運
動
会
も

　

各
会
場
で
校
区
の
運
動
会
も

行
わ
れ
、
競
技
す
る
子
ど
も
や

行
わ
れ
、
競
技
す
る
子
ど
も
や

保
護
者
、
地
域
の
声
援
で
活
気

保
護
者
、
地
域
の
声
援
で
活
気

に
溢
れ
ま
し
た
。

に
溢
れ
ま
し
た
。

　星原小学校　星原小学校

　増田小学校　増田小学校

　南界小学校　南界小学校

　納官小学校　納官小学校

　中種子中学校　中種子中学校

星原音頭星原音頭

よさこいソーランよさこいソーラン

全員リレー全員リレー

ムカデ競走リレームカデ競走リレー　種子島中央高校　種子島中央高校

　岩岡小学校　岩岡小学校

　油久小学校　油久小学校 表現ダンス表現ダンス一輪車リレー一輪車リレー

一輪車表現一輪車表現
　　

９
月
６
日
に
種
子
島
中
央
高

９
月
６
日
に
種
子
島
中
央
高

校
の
体
育
祭
が
、
９
月

校
の
体
育
祭
が
、
９
月
1414
日
に
日
に

中
種
子
中
学
校
の
体
育
大
会
が

中
種
子
中
学
校
の
体
育
大
会
が

行
わ
れ
、
中
学
生
、
高
校
生
の

行
わ
れ
、
中
学
生
、
高
校
生
の

力
強
く
迫
力
に
あ
ふ
れ
た
各
種

力
強
く
迫
力
に
あ
ふ
れ
た
各
種

競
技
や
応
援
合
戦
な
ど
で
会
場

競
技
や
応
援
合
戦
な
ど
で
会
場

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
保
育
所
、
野
間

　

ま
た
、
中
央
保
育
所
、
野
間

幼
稚
園
、
中
種
子
特
別
支
援
学

幼
稚
園
、
中
種
子
特
別
支
援
学

校
の
運
動
会
は
熱
中
症
対
策
な

校
の
運
動
会
は
熱
中
症
対
策
な

ど
の
理
由
か
ら
開
催
時
期
を
変

ど
の
理
由
か
ら
開
催
時
期
を
変

更
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

更
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

紅白全員リレー紅白全員リレー



3　広報なかたね 2025.11 月号

　種子島中央高校インターンシップ
　職場体験実習の現場を取材

　　

企
画
課
で
は
、
種
子
島

中
央
高
校
２
年
生
の
高
田

蒼
太
さ
ん
と
山
口
莉
奈
さ

ん
が
、
観
光
施
設
で
の
業

務
や
広
報
業
務
を
体
験
し

ま
し
た
。
他
の
実
習
生
の

職
場
を
取
材
し
、
２
人
が

撮
影
し
た
写
真
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

高
田
さ
ん
の
感
想

高
田
さ
ん
の
感
想

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
仕
事
の
大
変
さ
と
人

と
関
わ
る
楽
し
さ
に
つ
い

て
学
べ
ま
し
た
。
役
場
の

仕
事
は
町
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
仕
事
が
多
く
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
の
感
想

山
口
さ
ん
の
感
想

　　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
地
域
に
関
わ
る

仕
事
を
た
く
さ
ん
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
難
し
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
自

分
が
知
ら
な
か
っ
た
町
の

こ
と
を
仕
事
を
通
し
て
深

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　　

1010
月
１
日
か
ら
３
日
ま

月
１
日
か
ら
３
日
ま

で
の
３
日
間
、
種
子
島
中

で
の
３
日
間
、
種
子
島
中

央
高
校
の
２
年
生
が
職
場

央
高
校
の
２
年
生
が
職
場

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
各
職
場

　

生
徒
た
ち
は
、
各
職
場

で
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
学

で
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
学

び
な
が
ら
実
際
の
仕
事
に

び
な
が
ら
実
際
の
仕
事
に

触
れ
る
機
会
が
得
ら
れ
、

触
れ
る
機
会
が
得
ら
れ
、

一
生
懸
命
実
習
に
取
り
組

一
生
懸
命
実
習
に
取
り
組

ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

し
た
。

Ａコープ中種子店Ａコープ中種子店

ひだまり工房ひだまり工房

コンフォートコンフォート

BurleighBurleigh日産レンタカー空港店日産レンタカー空港店

野間幼稚園野間幼稚園 農協伏之前給油所農協伏之前給油所

中央保育所中央保育所

サムズサムズ 農林水産課農林水産課 社会教育課社会教育課

ファミリーマート中種子店ファミリーマート中種子店

企画課企画課
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　まちの話題　　まちの話題　 まちの話題　まちの話題　

　

９
月
７
日
、
南
部
地
区
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
秋
季
大
会
が
開
催
さ
れ
、

出
場
４
チ
ー
ム
が
旧
南
界
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

観
客
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
飛

び
、
好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
が
続
出

し
、
会
場
は
終
始
賑
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
勝
率
で

他
チ
ー
ム
を
上
回
っ
た
阿
高
磯

チ
ー
ム
が
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し

ま
し
た
。

阿高磯チームが優勝
南部ソフトボール大会

　

９
月
13
日
に
、「
南
界
・
岩
岡

校
区
の
歴
史
を
学
ぼ
う
！
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
中

で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、

国
指
定
の
文
化
財
や
史
跡
が
あ

る
南
界
・
岩
岡
校
区
を
バ
ス
で

巡
り
、
子
ど
も
た
ち
は
初
め
て

知
る
遺
跡
や
文
化
財
に
興
味

津
々
の
様
子
で
担
当
者
の
説
明

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
町
内
の

歴
史
を
学
ぶ
い
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

「中種子チャレンジキッズ活動」
南界・岩岡校区の歴史を学ぼう

映画『秒速５センチメートル』大ヒット上映中　
中種子町が映画の舞台の一部になりました

　

現
在
上
映
中
の
映
画
『
秒
速
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
』
で
、
中
種
子
町
が
映
画
の
舞

台
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
場
面
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
映
画
は
、
新
海
誠
監
督
の
劇
場
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
初
め
て
の
実
写
映
画
化
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
語
の
重
要
な
場
面
で
は
町
内
の
美
し
い

風
景
が
登
場
し
、
特
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ

せ
る
学
校
、
の
ど
か
な
通
学
路
、
そ
し
て
雄

大
な
自
然
が
物
語
を
彩
り
ま
す
。
普
段
は
見

慣
れ
た
中
種
子
町
の
景
色
を
新
た
な
視
点
で

見
ら
れ
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

※
種
子
島
こ
り
ー
な
で
の
特
別
上
映
を
調
整

中
で
す
。（
時
期
未
定
）

©2025「秒速 5センチメートル」製作委員会
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　まちの話題　　まちの話題　

立石花成さん、彩波さんが姉妹で入賞
第９回 GRAND PLUMEBaletCompetition in 熊本

　

９
月
21
日
、
22
日
を
中
心
に

県
内
各
地
に
お
い
て
、
第
77
回

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
サ
ッ
カ
ー
、

軟
式
野
球
、
柔
道
、
剣
道
、
相
撲
、

陸
上
、
全
空
連
空
手
道
の
７
競

技
に
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

相
撲
青
年
の
部
が
３
位
、
陸

上
少
年
女
子
１
０
０
ｍ
で
山
上

友
菜
さ
ん
（
中
之
町
）
が
３
位
、

陸
上
男
子
40
歳
代
砲
丸
投
げ
で

野
村
達
也
さ
ん
（
畠
田
）
が
優

勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

第 77 回県民スポーツ大会
中種子町の選手が躍動

　

９
月
28
日
、
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
「
第
１
回Village 

AI

杯

テ
ニ
ス
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
一
般
男
子
24
名
、
女

子
12
名
、小
学
生
６
名
が
参
加
し
、

猛
暑
の
中
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の

中
に
は
、
79
歳
と
73
歳
の
ペ
ア
も

出
場
し
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

プ
レ
ー
に
会
場
が
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、（
株
）

Villa
g
e 

A
I

の
協
賛
に
よ
る
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
笑

顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

第１回（株）Village AI 杯テニス大会
町営テニスコートで開催

　

８
月
に
町
内
６
事
業
者
で
設

立
さ
れ
た
「
種
子
島
な
か
た
ね

仕
事
サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合
」
が
、

鹿
児
島
県
知
事
か
ら
認
定
さ
れ
、

９
月
24
日
に
熊
毛
支
庁
で
認
定

証
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

熊
毛
支
庁
長
か
ら
認
定
証
を

交
付
さ
れ
た
、
組
合
代
表
理
事

の
永
濱
浩
二
さ
ん
（
横
町
）
は
、

「
官
民
一
丸
と
な
っ
て
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

　

当
組
合
は
、
労
働
局
届
出
後

の
令
和
７
年
10
月
か
ら
派
遣
職

員
を
募
集
し
、
随
時
事
業
を
開

始
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鹿児島県知事から認定証の交付
「種子島なかたね仕事サポート協同組合」

　

６
月
22
日
に
熊
本
県
で
開
催

さ
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
立
石

花
成
（
満
足
山
）
さ
ん
が
小
学

６
年
生
の
部
で
第
２
位
、
立
石

彩
波
さ
ん
（
満
足
山
）
が
小
学

４
年
生
の
部
で
第
３
位
の
成
績

を
収
め
、
審
査
員
特
別
賞
も
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
名
は
韓
国
で
開
催

さ
れ
た
コ
リ
ア
ユ
ー
ス
バ
レ
エ

ス
タ
ー
ズ
の
練
習
会
へ
の
参
加

資
格
を
獲
得
し
、
花
成
さ
ん
が

９
日
間
参
加
し
ま
し
た
。

　

花
成
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん
刺

激
が
あ
り
、
新
し
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
学
べ
た
」
と
感
想
を
述

べ
、
彩
波
さ
ん
は
、「
来
年
も
参

加
資
格
を
も
ら
っ
て
、
参
加
し

た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。
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公営事業特別会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 ー 20.0％

【基金の種類】
■財政調整基金 ･･･ 財源不足を補うための積立金
■減債基金 ･･･････町債の返済のための積立金
■特定目的基金 ･･･ 特定の目的のための積立金
　　　　　　　　　（文化スポーツ振興基金、ふるさと応援基金、公共施設総合管理基金、再編交付金事業基金）

主な使い道　令和６年度の主な支出について次のとおりです。

歳出内訳 事業内容 主な使い道

総務費 全般的な事務
行財政運営、財産管理、地域活性化事業、税務事務、選挙事務等、

地域公共交通確保事業

民生費 社会福祉（子ども・高齢者等）サービス業務
国保運営、子育て支援、高齢者・障がい者への支援、児童手当等、

副食費無償化事業

衛生費 健康増進・生活環境整備 各種健診、母子保健、ゴミ・し尿処理、予防接種事業

農林水産業費 農林水産業の振興
農林水産業振興、畜産業振興、農道・農地等整備、地籍調査等、

熊野漁港船揚場上架装置整備事業

商工費 商工業および観光業の振興
商工・観光振興、観光施設維持管理、伏之前第２公園休憩所等整
備事業

土木費 道路・公園・住宅の整備など 町道、町営住宅、公園等の維持管理、河川・港湾管理等

消防費 消防・防災対策
消防団運営、防災対策、防火水槽設置事業、防災行政無線操作卓
更新事業

教育費 教育や生涯学習の推進
町立学校運営、教育施設運営、種子島こりーな空調設備更新事業、
種子島中央体育館改修事業

公債費 地方債の返済 地方債の元金・利子支払い

その他 議会運営・災害復旧 町議会運営、災害復旧事業

※太字の事業は再編交付金事業です。

100 億円

 80 億円

 60 億円

 40 億円

 20 億円

  0 億円

地方債残高

基金残高

　令和６年度末の地方債（借金）残高は、72億 1,636 万

円で、昨年度末と比較すると３億 3,878 万円の減少とな

りました。

　令和３年度末の地方債残高は 84 億 135 万円でしたが、

地方債の新規発行の抑制等により３年間で約11億 8,500

万円の縮減が図られました。

　令和６年度の借入の主なものは、過疎対策事業債２億

5,960 万円や辺地対策事業債 9,770 万円、緊急自然災害

防止対策事業債１億 7,470 万円などです。

　普通会計の基金（預金）残高は 41億 3,283 万円で、

昨年度末と比較して 6,418 万円の減少となりました。再

編交付金事業による基金取崩額の増加等により、昨年度

に比べ減少となりました。

※該当なしは「ー」と表示しています。

会計名 歳入 歳出 差引

国 民 健 康 保 険 10 億 5,506 万円 10 憶 4,891 万円 615 万円

介 護 保 険 11 憶 9,689 万円 11 憶 9,330 万円 359 万円

後 期 高 齢 者  1 億 6,617 万円  1 億 6,319 万円 298 万円

特別会計

財政健全化

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

本 町 の 比 率 ー ー 11.3％ ー

早期健全化基準 15.00％ 20.00％ 25.0％ 350.0％

財 政 再 生 基 準 20.00％ 30.00％ 35.0％ ー

72億円84 億円 76 億円

Ｒ２	 Ｒ４

Ｒ６Ｒ２	 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

←特定目的基金

←減債基金

←財政調基金

50億円                  

40 億円

 30 億円

 20 億円

 10 億円

  0 億円

1414

８８

1616

８８

1616

1212

８８

1616

1717

８８

９９

1616

83 億円 81億円

Ｒ６Ｒ３ Ｒ５

なかたねの財政事情
　令和６年度の一般会計と特別会計の決算をお知らせします。

1616

1616

99
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なかたねの財政事情
　令和６年度の一般会計と特別会計の決算をお知らせします。

入歳
　歳入総額 81億 4,447 万円（前年度比 0.3％増）、歳出総額
80 億 956 万円（同 0.1％減）となり、差引額から翌年度への
繰越財源や財政調整基金への積立金などを加味した実質単年
度収支は 3,128 万円の黒字となりました。

　歳入については、繰入金が 1 億 8,107 万円（前年度比
58.2％増）、町債が 1億 6,000 万円（同 37.0％増）増加した一
方で、県支出金が 2億 4,694 万円（同 26.8％減）、国庫支出金
が 8,105 万円（同 5.7％減）の減少となりました。主な増減と
しては、再編交付金事業基金による繰入金の増加、町道維持
の財源として借り入れた町債の増加、砂糖製造業省力化施設
等整備事業支出金に係る県支出金の減少、新型コロナウイル
ス感染症対策に係る国庫支出金の減少が挙げられます。

　歳出については、教育費が 2 億 5,900 万円（同 30.9％増）、
土木費が 1億 650 万円（同 32.0％増）増加した一方、農林水
産業費が4億4,649万円（同40.0％減）、総務費が7,728万円（同
5.5％減）の減少となりました。主な増減としては、種子島中
央体育館改修事業による教育費の増加、町道の改良舗装事業、
自然災害防止事業による土木費の増加、砂糖製造業省力化施
設等整備事業の完了による農林水産業費の減少、再編交付金
事業基金積立金による積立金の減少が挙げられます。

　再編交付金については、5億 1,827 万円が交付され、種子島
中央体育館改修事業や熊野漁港船揚場上架装置整備事業など
に加え、前年度までに積み立てた再編交付金事業基金を用い
た種子島こりーな空調設備更新事業などを実施し、交付金の
有効活用に努めています。

 今後も、事務事業の見直しをはじめとする行財政改革を積
極的に推進するとともに、経費全般についての節減・合理化、
受益者負担の適正化、さらなる自主財源の確保に努め円滑な
財政運営を推進しますので、町民の皆さまのご理解とご協力
をお願いします。

その他その他
３億 4,574 万円３億 4,574 万円

４％４％

町税町税
８億 4,708 万円８億 4,708 万円

10％10％

県支出金県支出金
６億 7,588 万円６億 7,588 万円

８％８％

町債町債
５億 9,280 万円５億 9,280 万円

７％７％

国庫支出金国庫支出金
13億 4,200 万円13 億 4,200 万円

17％17％
地方交付税地方交付税

34億 6,683 万円34 億 6,683 万円
43％43％

依存財源依存財源
64億 2,325 万円64 億 2,325 万円

79％79％

自主財源自主財源
17億 2,122 万円17 億 2,122 万円

21％21％

その他その他
３億 8,207 万円３億 8,207 万円

５％５％

繰入金繰入金
４億 9,207 万円４億 9,207 万円

６％６％

歳入決算総額歳入決算総額
81億 4,447 万円81億 4,447 万円

歳 出

（目的別）（目的別）
80億 956 万円80 億 956 万円

農林水産業費農林水産業費
６億 6,946 万円６億 6,946 万円

８％８％

公債費公債費
９億 5,502 万円９億 5,502 万円

12％12％

教育費教育費
10億 9,727 万円10 億 9,727 万円

14％14％

衛生費衛生費
８億 2,666 万円８億 2,666 万円

10％10％

民生費民生費
17億 8,648 万円17 億 8,648 万円

22％22％

総務費総務費
13億 3,172 万円13 億 3,172 万円

17％17％

歳出決算総額歳出決算総額

（性質別）（性質別）
80億 956 万円80 億 956 万円

補助費等補助費等
11億 9,748 万円11億 9,748 万円

15％15％

災害復旧費災害復旧費
３億 5,414 万円３億 5,414 万円

４％４％ 普通建設事業費普通建設事業費
11億 7,067 万円11億 7,067 万円

15％15％

公債費公債費
９億 5,502 万円９億 5,502 万円

12％12％

扶助費扶助費
９億 7,628 万円９億 7,628 万円

12％12％

人件費人件費
14億 5,458 万円14 億 5,458 万円

18％18％

その他の経費その他の経費
30億 9,887 万円30 億 9,887 万円

39％39％

義務的経費義務的経費
33億 8,588 万円33 億 8,588 万円

42％42％

投資的経費投資的経費
15億 2,481万円15 億 2,481万円

19％19％

歳出決算総額歳出決算総額

一般会計の決算状況
区分 令和６年度 令和５年度 増減額

Ａ 歳 入 総 額 81 億 4,447 万円 81 億 2,093 万円 2,354 万円

Ｂ 歳 出 総 額 80 億 956 万円 80 億 1,794 万円 838 万円

Ｃ 形 式 収 支 （ Ａ ー Ｂ ） １億 3,491 万円 １億 299 万円 3,192 万円

Ｄ 翌 年 度 繰 越 財 源 3,123 万円 3,041 万円 82 万円

Ｅ 実 質 収 支 （ Ｃ － Ｄ ） １億 368 万円 7,258 万円 3,110 万円

Ｆ 単 年 度 収 支 3,110 万円 3,242 万円 △ 132 万円

Ｇ 積 立 金（ 財 政 調 整 基 金 ） 18 万円 16 万円 2万円

Ｈ 繰 上 償 還 金 0万円 0万円 0万円

Ｉ 積 立 金 取 り 崩 し 額 0万円 0万円 0万円

★ 実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋ＨーＩ） 3,128 万円 3,258 万円 △ 130 万円

【用語の解説】
■形式収支
歳入決算総額から歳出決算総額を差し引いた歳入歳出差引額

■実質収支
形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額

■単年度収支
当該年度の実質収支から前年度実質収支を差し引いた額

■実質単年度収支
単年度収支に財政調整基金への積立金を加え、同基金からの

取崩し額を差し引いた額

⒜⒜

⒝⒝
⒞⒞ ⒟⒟

⒟⒟その他その他
４億 3,073 万円４億 3,073 万円
５％５％

⒞⒞商工費商工費
１億 3,773 万円１億 3,773 万円
２％２％

⒝⒝消防費消防費
３億 3,567 万円３億 3,567 万円
４％４％

⒜⒜土木費土木費
４億 3,882 万円４億 3,882 万円
６％６％

⒟⒟その他その他
7,725 万円7,725 万円
１％１％

⒞⒞積立金積立金
３億 7,768 万円３億 7,768 万円
５％５％

⒝⒝繰出金繰出金
５億 8,245 万円５億 8,245 万円
７％７％

⒜⒜物件費物件費
８億 6,401万円８億 6,401万円
11％11％

⒜⒜

⒝⒝

⒞⒞
⒟⒟
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ まちの話題　まちの話題　

　

こ
の
た
び
、
９
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
中
種
子
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
退
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

途
中
で
退
任
す
る
理
由
は
、
協
力
隊
の
活
動
が
嫌
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、「
種

子
島
な
か
た
ね
仕
事
サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合
」
の
事
務
局
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
で
す
。
役
場
の
方
々
と
何
度
も
相
談
・
調
整
を
重
ね
た
結
果
、
こ
の
よ
う

な
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
中
種
子
町
に
暮
ら
し
続
け
ま
す
の
で
、「
町
を
離

れ
て
し
ま
う
の
で
は
？
」「
仕
事
が
嫌
に
な
っ
た
の
で
は
？
」
と
ご
心
配
な
さ
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。（
笑
）

　

２
年
半
の
活
動
の
振
り
返
り
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
私
の
夫
は
今
年
度
（
２
０
２
６
年
３
月
31
日
）
ま
で
協
力
隊
と
し

て
活
動
を
続
け
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

役
場
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま

で
と
て
も
充
実
し
た
２
年
半
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

地域おこし協力隊通信（№ 105）　
最後の協力隊通信！２年半ありがとうございました。大山　愛

中種子町地域おこし協力隊

Instagram　　ＱＲコード➡

　引っ越してきた当日、家

に入ると家主さんから野菜

のおすそ分けが！初日から

地域の温かさを感じました。

一番印象に残っていることはやはり、特定地域づくり事業

協同組合の創立に携わったこと。現在悪戦苦闘しながらHP

作成中です。

スポーツ大会の結果　スポーツ大会の結果　

第
58
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会

　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
大
会

８
月
30
日
～
31
日　

             

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム

■
女
子
Ｕ
16

▽
１
０
０
ｍ

　

６
位　

山
上　

友
菜

　
　
　
（
種
子
島
中
央
高
校
１
年
）

▽
１
５
０
ｍ

　

５
位　

山
上　

友
菜

　
　
　
（
種
子
島
中
央
高
校
１
年
）

▽
１
０
０
ｍ　

Ｙ
Ｈ

　

２
位　

山
上　

結
衣
香

             　
（AC373NS

）

※
１
０
０
ｍ　

Ｙ
Ｈ
と
は
、
特
定

の
年
齢
層
の
選
手
が
使
用
す
る
高

さ
の
低
い
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
越
え

な
が
ら
１
０
０
ｍ
を
走
る
競
技
で

す
。

性別 頭数 月平均 前回平均 前回対比

中種子
めす牛 72 518,250 509,325 8,925
去　勢 100 623,370 621,900 1,470 

計 172 579,366 570,842 8,525

市場

全体

めす牛 168 517,607 519,957 △ 2,349
去　勢 214 630,093 638,526 △ 8,432 

計 382 580,623 582,871 △ 2,248
※単位：円（税抜き価格、速報値）

種
子
島
子
牛
せ
り
市

　

種
子
島
子
牛
せ
り
市
が
、

９
月
16
日
に
種
子
島
家
畜

市
場
で
あ
り
、
平
均
落
札

額
は
58
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
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　各課からのお知らせ　各課からのお知らせ

スポーツ大会の結果　スポーツ大会の結果　

第 46 回中種子町農林漁業祭
◎お問い合わせ先　農林水産課農村振興係☎㉗ 1111 内線 283

　

災
害
発
生
時
は
多
く
の
人
に
身
の
危

険
が
生
じ
、
切
迫
し
た
状
況
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
強

い
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
重
な
る
と
、
人
々

の
人
権
に
対
す
る
意
識
が
薄
ら
ぎ
、
そ

の
結
果
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
の
立
場
の
人
に
対
す
る

人
権
侵
害
、
あ
る
い
は
被
災
者
や
被
災

地
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
と
い
っ
た
人

権
侵
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
人
権
意
識
を
持
っ
て
行
動
で

き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
人
権
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
発
生
時
の
避
難
に
つ
い
て
、
配

慮
や
支
援
が
必
要
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
避
難
計
画
の
作
成
や
防

災
訓
練
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
要
配

慮
者
の
事
情
も
考
慮
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
に
し
、
普
段
か
ら
住
民
や
行
政
関

係
団
体
と
の
連
携
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
所
で
は
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
た
め
に
ト
イ
レ
・
更
衣
室
・

洗
濯
物
干
し
場
・
授
乳
室
な
ど
の
設
置
、

部
屋
割
り
や
場
所
割
り
に
つ
い
て
の
配

慮
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
性
犯
罪
・
性

暴
力
を
抑
止
・
防
止
す
る
た
め
の
巡
回
、

避
難
者
が
不
安
や
悩
み
を
相
談
で
き
る

体
制
づ
く
り
や
周
知
も
必
要
で
す
。

人権ってなんだろう　第 47 回「災害時における人権問題について」
◎お問い合わせ先　社会教育課社会教育係☎㉗ 1111 内線 262

　令和８年中種子町二
は

十
た

歳
ち

のつどいを開催します。

■日時　令和８年１月３日（土）

　受付　午前 10 時

　式典　午前 11 時

■場所　種子島こりーな

■対象者
　平成 17 年４月２日～平成 18 年４月１日生まれの方

■内容　式典／記念写真撮影／交歓パーティー

■その他
　一般席をホール後方部に設けます。

令和８年中種子町二
は

十
た

歳
ち

のつどい
◎お問い合わせ先　社会教育課公民館係☎㉗ 1111 内線 208・262

開
催
日
時

令
和
７
年
11
月
１
日
（
土
）

展
示
：
９
時
～

式
典
：
９
時
30
分
～

郷
土
芸
能
：
10
時
40
分
頃
～（
三
浜
郷
土
芸
能
保
存
会
）

販
売
・
イ
ベ
ン
ト
：
11
時
20
分
～

抽
選
会
：
13
時
15
分
～

開
催
場
所

種
子
島
中
央
体
育
館
前
駐
車
場

※
展
示
お
よ
び
式
典
、
抽
選
会
は
体
育
館
内

イ
ベ
ン
ト

■
日
本
一
の
和
牛

　

焼
き
肉
無
料
配
布
（
数
量
限
定
）

■
種
子
島
近
海
で
捕
れ
た
魚
を
使
っ
た

　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ガ
ー
（
数
量
限
定
）

■
大
型
農
業
機
械
の
展
示
・
体
験

■
牛
乳
早
飲
み
・
牛
乳
ひ
げ
コ
ン
テ
ス
ト

■
お
た
の
し
み
抽
選
会

　

※
他
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
・
出
店
あ
り

　

第
46
回
中
種
子
町
農
林
漁
業
祭
を
開
催
し
ま
す
。
多

数
の
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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虐
待
か
な
、
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず

「
１
８
９(

い
ち
は
や
く)

」に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
！

　

通
話
料
無
料
、
匿
名
で
の
連
絡
が
可
能
で
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

＊
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が

り
ま
す
。

＊
中
種
子
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー(

㉗
１
１
１

１)
で
も
虐
待
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
？

①
身
体
的
虐
待
・
・
・
児
童
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、

ま
た
は
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と
。

●
外
傷
と
は
打
撲
傷
、
あ
ざ
（
内
出
血
）、
骨
折
、

頭
蓋
内
出
血
な
ど
の
頭
部
外
傷
、
内
臓
損
傷
、
刺

傷
、
た
ば
こ
な
ど
に
よ
る
火
傷
な
ど
。

●
命
に
危
険
の
あ
る
暴
行
と
は
首
を
絞
め
る
、
殴

る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

熱
湯
を
か
け
る
、
布
団
蒸
し
に
す
る
、
溺
れ
さ
せ

る
、
逆
さ
吊
り
に
す
る
、
異
物
を
の
ま
せ
る
、
食

事
を
与
え
な
い
、
冬
戸
外
に
し
め
だ
す
、
縄
な
ど

に
よ
り
一
室
に
拘
束
す
る
な
ど
。

●
意
図
的
に
子
ど
も
を
病
気
に
さ
せ
る
。

②
性
的
虐
待
・
・
・
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

す
る
こ
と
ま
た
は
児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

さ
せ
る
こ
と
。

●
子
ど
も
へ
の
性
交
、
性
的
暴
行
、
性
的
行
為
の

強
要
・
教
唆
。

●
性
器
を
触
る
ま
た
は
触
ら
せ
る
な
ど
の
性
的
暴

力
、
性
的
行
為
の
強
要
・
教
唆
。

●
性
器
や
性
交
を
見
せ
る
。

●
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
な
ど
に
子
ど
も

を
強
要
す
る
。

③
ネ
グ
レ
ク
ト
・
・
・
児
童
の
心
身
の
正
常
な
発

達
を
妨
げ
る
よ
う
な
著
し
い
減
食
ま
た
は
長
時

間
の
放
置
、
そ
の
他
の
保
護
者
と
し
て
の
監
護
を

著
し
く
怠
る
こ
と
。

●
子
ど
も
の
健
康
・
安
全
へ
の
配
慮
を
怠
っ
て
い
る
。

（
例
）
家
に
閉
じ
こ
め
る
（
子
ど
も
の
意
思
に
反

し
て
学
校
等
に
登
校
さ
せ
な
い)

、
重
大
な
病
気

に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
乳
幼
児

を
家
に
残
し
た
ま
ま
外
出
す
る
、
乳
幼
児
を
車
の

中
に
放
置
す
る
な
ど
。

●
子
ど
も
に
と
っ
て
必
要
な
情
緒
的
欲
求
に
応

え
て
い
な
い
（
愛
情
遮
断
な
ど
）。

●
食
事
、
衣
服
、
住
居
な
ど
が
極
端
に
不
適
切
で
、

健
康
状
態
を
損
な
う
ほ
ど
の
無
関
心
・
怠
慢
な
ど
。

（
例
）
食
事
を
与
え
な
い
、
下
着
な
ど
長
期
間
不
潔
な
ま

ま
に
す
る
、
不
潔
な
環
境
の
中
で
生
活
を
さ
せ
る
な
ど
。

●
子
ど
も
を
遺
棄
す
る
。

●
祖
父
母
、
き
ょ
う
だ
い
、
保
護
者
の
恋
人
な
ど
の

同
居
人
が
上
記
に
掲
げ
る
行
為
と
同
様
の
行
為
を

行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
放
置
す

る
。

オレンジリボ
ンは児童虐待
防止のシンボ
ルマークです。

11 月は「児童虐待防止推進月間」です
◎お問い合わせ先　こども家庭センター（地域福祉課こども未来係）☎㉗ 1111 内線 254・292

　

空
き
家
の
こ
と
に
つ
い
て
、
お
困
り

ご
と
や
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

熊
毛
支
庁
で
は
、
空
き
家
を
放
置
す

る
リ
ス
ク
・
空
き
家
の
利
活
用
な
ど
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
と
、
専
門
家
に
よ

る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
の
み
、
相
談
会
の
み
の
参
加
も
可

能
で
す
。（
参
加
費
無
料
）

■
開
催
日
時

　

11
月
10
日(

月)

○
セ
ミ
ナ
ー

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

○
個
別
相
談
会

　

午
後
３
時
10
分
～
午
後
４
時
30
分

■
会
場

　

中
種
子
町
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
個
別
相
談
会
の
内
容

 

①
空
き
家
利
活
用
、
終
活
・
生
前
整
理

 

②
相
続
登
記　

③
賃
貸
・
売
買

 

④
相
続
税　

⑤
市
町
の
補
助
制
度

※
各
項
目
ご
と
申
込
順
に
４
組
ま
で

■
申
込
方
法

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
の
い

ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書

 

熊
毛
支
庁
ま
た
は
中
種
子
町
役
場

企
画
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
熊
毛 

支
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

11
月
５
日(

水)

空き家セミナー・相談会のご案内
◎お問い合わせ先　熊毛支庁総務企画課地域振興係☎㉒ 0498  FAX ㉓ 1161　

　　　　　　　　　Mail：kumage-sochi@pref.kagoshima.lg.jp　

熊毛支庁ＨＰ
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年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象

で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
令
和
７
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。（
令
和
７
年
10
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。）

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書（
ま
た
は
領
収
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ

て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後

は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
の

納
付
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 217

　

厚
生
労
働
省
で
は
、“
国
民
一
人
ひ
と

り
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
す
日
”
と
し
て
11(

い
い)

月
30(

み

ら
い)

日
を
「
年
金
の
日
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ご
自
身
の
年
金
記
録
や

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、

未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
を
設
定
し
た
上
で
、
年
金
見

込
額
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座

振
替
申
出
等
の
電
子
申
請
や
確
定
申
告

で
利
用
可
能
な
控
除
証
明
書
等
の
電
子

デ
ー
タ
の
取
得
が
で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド　

➡

11( いい )月 30( みらい )日は「年金の日」です。
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係☎㉗ 1111 内線 220

　　　　　　　　　鹿児島北年金事務所☎ 099（225）5311

町税 期別 納付期限

固定資産税 ３期
12 月１日（月）

国民健康保険税 ４期

町税の納付期限について
◎お問い合わせ先　税務課管理収納係☎㉗ 1111 内線 236

　

11
月
は
左
表
の
町
税
の
納

付
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督

促
手
数
料
の
ほ
か
、
延
滞
金
も

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
す
で
に
納
付
期
限

を
過
ぎ
た
分
に
つ
い
て
も
、
早

め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
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国
保
加
入
者
ま
た
は
後
期
高
齢
者

で
、
今
年
度
の
「
集
団
健
診
」「
職
場

健
診
」
ま
た
は
「
人
間
ド
ッ
ク
」
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
島
内
の

指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
「
個
別
健

診
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、役
場
が
発
行
す
る
「
受
診
券
」

「
質
問
票
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

治
療
中
な
ど
で
通
院
中
の
方
も
個

別
（
特
定
）
健
診
の
対
象
者
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
、
健
康
寿
命

延
伸
の
た
め
年
１
回
は
健
康
診
断
を

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
健
診
期
間

　

令
和
７
年
７
月
１
日
～

　

令
和
８
年
２
月
28
日

■
健
診
内
容

　

問
診
・
身
体
計
測
・
検
尿
・
血
圧
・

　

採
血
・
腹
囲
測
定

　

そ
の
他
医
師
が
必
要
と
し
た
場
合

　

の
追
加
項
目
（
貧
血
検
査
・
心
電

　

図
検
査
・
眼
底
検
査
）

■
受
診
料　

無
料

※
自
分
の
健
康
状
態
を
正
確
に
把
握

し
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
健
診

を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

令和７年度個別健診を受けられる期間は令和８年２月 28 日まで
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係・高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 220・297・289

　４月１日付けで１名の職員が採用されました。

消防学校での訓練を終え、10 月から中種子分遣

所での勤務が始まりました。

なかたね消防だより
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所☎㉗ 0119・㉗ 1039

新規採用職員 遠
えんどう

藤　海
か な と

夏人（上方）

　

今
年
で
創
立
50
周
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
左
記
の
と

お
り
「
創
立
50
周
年
記
念
学

習
発
表
会
お
よ
び
50
周
年
記

念
式
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日

　

令
和
７
年
11
月
29
日
（
土
）

■
場
所

　

県
立
中
種
子
特
別
支
援　

　

学
校
体
育
館

■
日
程

　

舞
台
発
表
：
９
時
10
分
～

　
　
　
　
　
　

10
時
40
分

　

50
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　

11
時
00
分
～

　
　
　
　
　
　

11
時
45
分

詳
し
く
は
、
上
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

創立 50 周年記念学習発表会および記念式典について
◎お問い合わせ先　県立中種子特別支援学校☎㉗ 2818

広報係からお知らせ
2026 の干支「午年」の方ご連絡ください
　広報なかたねでは、来年の干支（午年）の

方を新年１月号に掲載しています。午年の方

ぜひご協力ください。

■対象者

　昭和５・17・29・41・53

　平成２年、14・26 年生まれの方

■受付期間　12 月１日まで

◎お問い合わせ先　企画課広報係☎㉗ 1111（内線 259）
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令
和
７
年
度
の
脱
漏
健
診
を
左
記

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
健

診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象

で
す
。

　

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
、
年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

■
健
診
期
間　

　

11
月
19
日
（
水
）　

■
場
所　
　
　

　

中
種
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間　

　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
９
時

【
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
】

●
健
康
診
査
を
受
診
す
る
方
は
、
前

日
の
午
後
９
時
以
降
の
飲
食
は
お
控

え
く
だ
さ
い
。

●
健
診
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
、

問
診
票
や
質
問
票
な
ど
は
事
前
に
記

入
し
て
か
ら
健
診
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
発
熱
や
風
邪
症
状
な
ど
が
あ
り
体

調
が
優
れ
な
い
方
は
、
受
診
を
お
控

え
く
だ
さ
い
。

（
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
、
後
日
、
特
定
健
診
・

長
寿
健
診
の
み
島
内
医
療
機
関
で
受

診
で
き
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
町
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
が
ん
検
診
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

●
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

令和７年度脱漏健診（特定・長寿・若年・がん検診など）について
◎お問い合わせ先　町民課国保年金係・高齢者医療係☎㉗ 1111 内線 220・297・289

集団健診の種類・料金

検診名（がん検診等の種類） 対象者 基本料金 自己負担額

健康診査

※１

特定健診 (国保加入者 ) 40 ～ 74 歳

6,440 円
無料

長寿健診 (後期高齢者 ) 75 歳～

若年健診 20 ～ 39 歳 500 円

がん検診

など

前立腺がん (男性 ) 40 歳～ 1,900 円 1,900 円

腹部超音波 20 歳～ 3,740 円 2,000 円

骨粗しょう症検診 40 歳～ 900 円
女性節目※２　無料

節目以外　　600 円

肝炎ウイルス検診

※３

B型肝炎

40 歳～

400 円
節目 (40 歳のみ ) 無料

節目以外 400 円

C 型肝炎 1,800 円
節目 (40 歳のみ ) 無料

節目以外 1,800 円

※１　健康診査には、塩分摂取量検査が含まれます。
※２　骨粗しょう症の節目は、40・45・50・55・60・65・70 歳の女性です。
※３　肝炎ウイルス検査は、基本的に一度検査をされている方は受診の必要はありません。

　

町
で
は
、
農
作
物
被
害
防
止
の

た
め
侵
入
防
止
柵
資
材
の
購
入
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
残
さ

の
適
切
な
処
理
や
雑
草
管
理
、
侵

入
防
止
柵
を
設
置
し
て
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
助
成
に
つ
い
て
詳
し
い

内
容
は
上
記
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間

　

令
和
７
年
11
月
28
日(
金)

ま
で

○
助
成
対
象

　

シ
カ
侵
入
防
止
柵
資
材

○
助
成
率

　

購
入
金
額
の
３
分
の
１
以
内

シカ侵入防止柵資材購入助成について
◎お問い合わせ先　農林水産課農政係☎㉗ 1111 内線 209
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労
働
保
険
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か

11
月
は
『
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期
間
』
で
す

　

正
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
臨
時
社
員
な
ど
、
名
称
の
如
何

を
問
わ
ず
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
の
方
に
は
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

○
労
働
保
険
は
、
労
働
者
等
の
生
活
の
保
護
や
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
国
の
制

度
で
す
。

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
の
方
が
業
務
災
害
や
通
勤
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
、

被
災
者
や
遺
族
を
援
護
す
る
た
め
に
、
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
の
方
が
失
業
し
た
場
合
や
労
働
者
に
つ
い
て
雇
用
の
継
続

が
困
難
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
、
労
働
者
の
生
活
お
よ
び
雇
用
の
安
定
を
図

る
と
と
も
に
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
、
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

○
事
業
主
が
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
、
労
災
保
険
の
加
入
手
続
を
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
中
に
労
働
災
害
が
発
生
し
、
労
災
保
険
給
付
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

労
働
保
険
料
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
ほ
か
、
労
災
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
ま
だ
加
入
手
続
が
お
済
み
で
な
い
事
業
主
の
方
は
、
今
す
ぐ
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
で
加
入
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
労
働
保
険
事
務
組
合
ま
た
は
社
会
保
険
労
務
士
に
加
入
手
続
を
依
頼
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

  

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６ 

  

鹿
児
島
労
働
基
準
監
督
署
☎
０
９
９
（
２
１
４
）
９
１
７
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
毛
☎
０
９
９
７
（
２
２
）
１
３
１
８

〇陸上自衛隊　高等工科学校採用試験等のお知らせ
　陸上自衛隊高等工科学校は高等学校普通科と同等の教育を行う「一般教育」、理工系の専門的な技術の
教育を行う「専門教育」に加え、陸上自衛隊として必要な防衛教養や各種訓練を行う「防衛基礎学」等
の教育を受け将来、多種多様な分野で活躍するための基礎を作ります。また、卒業時には、提携する神
奈川県立横浜修悠館高等学校（通信制）の卒業資格を取得することができます。

募集種目 応募資格 受付期間 試験日程 試験場所

陸上自衛隊
高等工科学校

男子で中卒（見込含）     
17 歳未満の者

①推薦採用試験
　　令和７年 10 月１日 (水 )
　～令和７年 11 月 28 日 ( 金 )

①推薦採用試験
令和 8年１月 10 日 ( 土 )

陸上自衛隊
健軍駐屯地

②一般採用試験
　　令和７年 10 月１日 (水 )
　～令和８年１月 15 日 ( 木 )

②一般採用試験
令和８年１月 24 日 ( 土 )

種子島合同庁舎

一般曹候補生
18 歳以上 33 歳未満
の者

　令和７年９月 16 日 ( 火 )
～令和７年 11 月 21 日 ( 金 )

令和７年 11 月 29 日 ( 土 ) ～
令和７年 12 月４日 (木 )　

いずれか１日
自衛隊鹿児島
地方協力本部
が示す場所

自衛官候補生
18 歳以上 33 歳未満
の者

①令和 7年 10 月 27 日 ( 月 )
～令和７年 11 月 20 日 ( 木 )
②令和７年 12 月１日 (月 )
～令和８年１月 15 日 ( 木 )
③令和８年１月 26 日 ( 月 )
～令和８年２月 12 日 ( 木 )

①令和７年 11 月 29 日 ( 土 )

②令和８年１月 25 日 ( 日 )

③令和８年２月 21 日 ( 土 )

　

お問い合わせ先
　自衛隊鹿児島地方協力本部
　種子島駐在員事務所（種子島合同庁舎内）
　☎０９９７－２３－０２９９
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土
地
改
良
区
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
の
職
員
を
１
名
募
集
し

ま
す
。
希
望
者
は
次
の
要
領
で
履
歴
書
を
提
出
し
て

下
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
提
出
期
限　

令
和
７
年
11
月
20
日

②
業
務
内
容　

一
般
事
務 

・ 

農
地
等
維
持
管
理
作
業

③
そ
の
他　
　

書
類
選
考
後
、
面
接
日
等
を

　
　
　
　
　
　

連
絡
し
ま
す
。

④
提
出
先　
　

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
中
種
子
町

　
　
　
　
　
　

野
間
５
１
８
６
番
地　
　

　
　
　
　
　
　

中
種
子
町
土
地
改
良
区
宛

　
　
　
　
　
　

０
９
９
７
（
２
７
）
１
１
１
１

　

中
種
子
特
別
支
援
学
校
で
は
、「
地
域
が
育
む
『
か

ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
保
護
者

や
地
域
お
よ
び
関
係
機
関
な
ど
の
方
々
が
自
由
に
学

校
の
様
子
を
参
観
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
自
由
参

観
週
間
を
設
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
４
日
～
７
日　

午
前
９
時
00
分
～
午
後
３
時
00
分

■
場
所　

　

中
種
子
特
別
支
援
学
校

■
駐
車
場

　

校
内
お
よ
び
近
隣
駐
車
場　

　

不
明
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

　

児
童
生
徒
お
よ
び
校
内
の
作
品
な
ど
の
写
真
撮
影

は
お
控
え
く
だ
さ
い
。
事
務
室
前
の
受
付
で
配
布
す

る
ネ
ー
ム
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

中
種
子
特
別
支
援
学
校
☎
㉗
２
８
１
８

１１月８日は、「いい歯の日」です！

保健センターだより ◎お問い合わせ先

保健センター☎㉗ 1133

　

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
よ
り
、
日
本
歯

科
医
師
会
が
語
呂
合
わ
せ
で
定
め
た
、
歯
科

保
健
啓
発
活
動
の
Ｐ
Ｒ
重
点
日
で
、
国
民
へ

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
に
は
、

丈
夫
な
歯
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
歯
周
病

　

・
歯
み
が
き
の
際
の
出
血

　

・
歯
茎
の
腫
れ

　

・
歯
の
間
に
食
べ
物
が
挟
ま
り
や
す
い

　

・
口
臭
が
強
い

　

・
歯
茎
を
触
る
と
痛
い

　

・
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
し
て
い
る

　

・
起
床
時
に
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
し
て
い
る

　

・
最
近
歯
が
長
く
な
っ
た
と
感
じ
る

　

ど
れ
か
が
当
て
は
ま
っ
た
ら
歯
周
病
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

歯
周
病
は
、
成
人
の
約
７
～
８
割
が
か
か
っ

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
成
人
が
歯
を

失
う
最
大
の
原
因
で
す
。
そ
の
う
え
、
消
化

不
良
、
発
音
が
不
明
瞭
に
な
る
、
顔
の
輪
郭

の
変
化
な
ど
、
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　

歯
周
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
予
防
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
自
分
に
合
っ

た
歯
ブ
ラ
シ
の
使
用
、
磨
き
残
し
が
な
い
よ

う
隅
々
ま
で
磨
く
、
歯
間
ブ
ラ
シ･

デ
ン
タ

ル
フ
ロ
ス
・
ワ
ン
タ
フ
ト
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使

用
し
て
、
歯
の
隙
間
ま
で
し
っ
か
り
磨
く
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
口
腔
体
操

　

自
分
の
歯
を
守
る
に
は
、
口
腔
体
操
を
行

う
こ
と
も
重
要
で
す
。
口
腔
体
操
は
、
唇
や

舌
、
口
周
り
の
筋
肉
な
ど
を
意
識
し
て
動
か

す
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
食
事
や
お
話
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
噛
む
力
も
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
高
齢
に
な
る
と
衰
え
て
く

る
「
飲
み
込
む
力
」
も
鍛
え
て
く
れ
ま
す
。

　

朝
洗
顔
す
る
と
き
や
、
歯
み
が
き
の
あ
と

な
ど
、
鏡
の
前
に
立
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
口
腔

体
操
を
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆
あ
い
う
べ
体
操
☆

①
口
を
大
き
く
「
あ
ー
」
と
開
く

②
口
を
「
い
ー
」
と
大
き
く
横
に
開
く

③
口
を
「
う
ー
」
と
強
く
前
に
突
き
出
す

④
舌
を
「
べ
ー
」
と
突
き
出
し
、
下
に
伸
ば
す

①
～
④
を
1
セ
ッ
ト
と
し
て
、
繰
り
返
し
行

い
ま
し
ょ
う
！

①　
　
　
　
　
　
　
　

②

③　
　
　
　
　
　
　
　

④
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「
食
欲
の
秋
」
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
食

べ
物
が
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

秋
は
、
さ
つ
ま
い
も
、
き
の
こ
、
ご
ぼ
う
、

柿
、
梨
、
ぶ
ど
う
、
鮭
、
さ
ん
ま
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
食
べ
物
が
旬
を
迎
え
ま
す
。

　

中
で
も
さ
つ
ま
い
も
に
分
類
さ
れ
る
安
納

芋
は
、
種
子
島
の
歴
史
あ
る
特
産
物
で
す
。

今
月
は
、
さ
つ
ま
い
も
の
栄
養
や
お
い
し
い

も
の
の
選
び
方
を
紹
介
し
ま
す
。

【
栄
養
】

①
糖
質

　

さ
つ
ま
い
も
は
、
炭
水
化
物
で
あ
る
た
め
、

脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖（
糖

質
）
が
含
ま
れ
ま
す
。
白
米
や
小
麦
よ
り
糖

質
が
少
な
い
た
め
、
糖
質
の
摂
り
す
ぎ
が
脂

肪
に
変
わ
る
こ
と
も
少
な
く
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
も
適
し
て
い
ま
す
。

②
食
物
繊
維

　

食
物
繊
維
は
、
便
の
容
量
を
増
や
し
て
腸
を

刺
激
す
る
こ
と
で
、
便
通
を
良
く
し
ま
す
。
ま

た
、
余
分
な
脂
質
、
糖
質
、
塩
分
な
ど
と
一
緒

に
体
外
へ
排
出
す
る
働
き
が
あ
る
た
め
、
肥
満

や
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
も
働
き
ま
す
。

③
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
体
内
の
脂
質
の
酸
化
を
防

い
で
、
細
胞
を
若
々
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

シ
ミ
や
ソ
バ
カ
ス
な
ど
の
改
善
に
働
き
、
美

肌
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

④
葉
酸

　

葉
酸
は
、
血
液
中
の
赤
血
球
を
作
る
の
を

助
け
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胎

児
の
正
常
な
発
達
に
働
く
た
め
、
妊
婦
の
方

も
積
極
的
に
摂
取
し
て
い
き
た
い
栄
養
で

す
。

⑤
カ
リ
ウ
ム

　

カ
リ
ウ
ム
は
、
体
内
の
塩
分
の
排
出
を
助

け
、
血
圧
を
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
塩

分
の
摂
り
す
ぎ
、
血
圧
が
高
い
方
に
は
必
須

の
栄
養
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
や
鉄
、
ビ

タ
ミ
ン
類
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
素
が
豊
富

の
さ
つ
ま
い
も
で
す
。
旬
の
時
期
は
栄
養
も

よ
り
豊
富
に
な
る
の
で
、
積
極
的
に
食
べ
ま

し
ょ
う
。

【
選
び
方
】

①
皮
の
色
が
均
一
、
鮮
や
か
、
ツ
ヤ
が
あ
る

②
表
皮
に
凹
凸
や
傷
、
斑
点
が
な
い
も
の

③
見
た
目
が
ふ
っ
く
ら
し
た
も
の

食生活改善推進員コーナー

　

あ
な
た
は
人
生
の
終
わ
り
ま
で
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
た
い
で
す
か
？

　

中
種
子
町
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
が

望
む
生
活
を
送
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
講

師
を
お
招
き
し
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

病
気
や
怪
我
に
直
面
し
て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
、
一
緒
に
学
び
、
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日　

時
：
令
和
７
年
11
月
18
日
（
火
）　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
00
分　

※
受
付
時
間　

９
時
00
分
～
９
時
30
分

講　

師
：
オ
フ
ィ
ス
藤
田　

有
限
会
社　

        

代
表
取
締
役　

古
城　

裕
喜
氏

場　

所
：
中
種
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

入
場
料
：
無
料

対
象
者
：
中
種
子
町
に
在
住
す
る
方

申
込
み
：
中
種
子
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
㉗
１
２
２
３

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
認
知
症
に
関
す

る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「自分らしく暮らし続ける」ための３つのポイント

地域包括支援センターだより
◎お問い合わせ先

地域包括支援センター

☎㉗ 1223

　

介
護
事
業
所
で
看
護
師
・
主
任
介
護
支
援

専
門
員
と
し
て
従
事
し
な
が
ら
、
介
護
従
事

者
向
け
の
研
修
講
師
と
し
て
も
活
動
す
る
な

ど
地
域
福
祉
の
向
上
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
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沖
縄
に
優
勝
さ
さ
ぐ
球
児
等
に
感
激
伝
え
る
拍
手
は

や
ま
ず　
　
　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

朝
焼
け
に
飛
行
機
雲
は
赤
く
染
み
盆
の
定
期
便
交
差

し
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

上
方　

鎌
田　

と
く
子

疎
開
先
の
優
し
さ
に
触
れ
母
を
思
い
「
母
ち
ゃ
ん
」

と
寝
言
小
二
の
子
供　
　
　
　

上
方　

古
市　

克
人

沿
道
の
蔓つ

る

小こ
ざ
く
ら桜
の
お
し
ゃ
べ
り
は
春
の
風
に
ワ
ル
ツ

が
似
合
う　
　
　
　
　
　
　
　

旭
町　

村
尾　

祥
子

風
呂
タ
イ
ル
ゴ
キ
ブ
リ
隠
し
の
草
模
様
今
日
も
誰
か

が
叫
ぶ
夏
の
夜　
　
　
　
　
　

旭
町　

白
木　

民
子

夏
咲
き
の
エ
ビ
ネ
の
白
が
吾
が
庭
に
涼
し
さ
誘
う
可

憐
な
花
よ　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

鈴　

不
器
良

い
つ
の
間
に
母
は
支
度
を
済
ま
せ
し
か
襦
袢
着
物
に

白
足
袋
も
添
え　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

青
空
へ
届
け
と
ば
か
り
噴
水
の
し
ぶ
き
真
夏
の
光
の

中
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨　

馬
場　

鉄
丸

番
号
の
飛
び
交
う
病
院
に
流
る
人
す
き
間
に
モ
ッ
プ

を
か
け
る
人
居
る　
　
　
　
　

屋
久
島　

備　

洋
子

近
江
富
士
び
わ
湖
を
走
る
ミ
シ
ガ
ン
は
柳
ヶ
崎
の
バ

ラ
の
香
の
せ
て　
　
　
　

大
阪　

長
谷
川　

さ
ち
子

家
族
と
の
想
い
詠
い
し
歌
友
は
花
々
囲
む
棺
に
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋　

喜
代
子

「
笑
う
」「
泣
く
」「
甘
え
る
」「
は
し
ゃ
ぐ
」「
食
べ

て
寝
る
」
カ
メ
レ
オ
ン
な
る
孫
の
天
真　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

古
市　

シ
ゲ
子

『
つ
ま
べ
に　

詠
草
』

『
黄
水
仙
』

夏
座
敷
百
寿
の
母
の
お
わ
す
ご
と　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

天
高
し
上
棟
式
の
矢
も
高
く　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
牟
礼　

光
子

秋
晴
れ
や
真
白
き
シ
ー
ツ
と
遊
ぶ
風　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

秋
彼
岸
シ
キ
ミ
束
ね
る
木
陰
か
な　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
座　

香
澄

身
八
つ
口
閉
じ
て
一
口
ジ
ャ
ス
ミ
ン
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

秀

法
師
蝉
遠
く
来
て
聞
く
な
つ
か
し
さ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
津
市　

郁
子

親
を
看
て
秋
晴
れ
を
観
て
夢
を
見
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

一
穂

新
涼
の
な
か
へ
な
か
へ
と
ス
ニ
ー
カ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

茉
莉
花

無
縁
墓
誰た

が
供
へ
し
か
萩
の
花　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
田　

語
郎

秋
の
海
こ
ろ
び
じ
ょ
の
ご
と
転
ぶ
わ
れ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

瓢
作

安
ら
か
な
母
の
温
も
り
秋
彼
岸　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

山
元
悦
子

高
尾
山
妹
と
登
り
て
胡
桃
知
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

横
町　

山
小
田
雅
子

甘い

も藷
ち
ぎ
り
黒
き
両
手
を
隠
し
た
日　
　

　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

岩
崎
カ
ネ
子

資
料
館
だ
よ
り
（
５
４
８
号
）

有
線
ラ
ジ
オ
放
送
の
歴
史

　

今
年
は
、
戦
後
80
年
と
同
時

に
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
１
０
０
年

に
当
た
り
ま
す
。

　

昭
和
20
年
８
月
15
日
の
終
戦

の
玉
音
放
送
と
同
じ
真
空
管
ラ

ジ
オ
受
信
機
と
、
集
落
の
有
線

放
送
の
写
真
が
、
歴
史
民
俗
資

料
館
の
昭
和
１
０
０
年
企
画
展

で
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
種
子
町
の
有
線
ラ
ジ
オ
放

送
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
資

料
館
の
年
表
に
、
昭
和
24
年
Ｋ

Ｂ
Ｋ
ラ
ジ
オ
中
継
所
が
発
足

し
、
郷
土
誌
に
、
町
内
集
落
の

13
ヶ
所
に
親
子
ラ
ジ
オ
中
継
所

が
設
置
さ
れ
、
昭
和
29
年
に
は
、

町
営
の
ラ
ジ
オ
広
報
施
設
に
よ

る
役
場
放
送
が
始
ま
っ
た
と
の

記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
晩
２
回
町
民
歌
で
始
ま
る

役
場
、
議
会
、
農
協
の
行
事
や

気
象
情
報
な
ど
の
放
送
が
集
落

の
中
継
所
を
経
由
し
て
各
戸
に

流
れ
ま
し
た
。
地
域
に
密
着
し

た
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
前
記
の
公
的
放
送
以

外
に
親
子
ラ
ジ
オ
で
は
、
懐
か

し
い
宮
田　

輝
司
会
の
「
三
つ

の
歌
」
な
ど
の
娯
楽
番
組
や
、

横
綱
栃
錦
、
若
乃
花
の
大
相
撲

放
送
が
当
時
の
人
気
番
組
で
し

た
。
地
域
の
子
供
た
ち
の
作
文

や
歌
な
ど
独
自
放
送
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操

第
一
、
第
二
も
こ
の
頃
始
ま
り

ま
し
た
。
台
風
災
害
で
停
電
に

な
る
と
、
中
継
所
で
は
発
動
機

に
よ
る
自
家
発
電
で
放
送
を
続

け
な
が
ら
、
電
線
、
電
柱
の
補

修
な
ど
負
担
も
大
き
か
っ
た
よ

う
で
す
。

　

昭
和
32
年
、
電
話
機
能
の
あ

る
農
協
テ
レ
ホ
ン
が
急
速
に
普

及
し
、
昭
和
39
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
中
継
局
が
完
成
す
る
と
親
子

ラ
ジ
オ
有
線
放
送
は
そ
の
業
務

を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

町
文
化
財
保
護
審
議
員

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
秀
一
郎 塩屋集落ラジオ中継局
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の

　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
に
つ
い
て

　

準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
「
み
ち
び

き
５
号
機
」
を
搭
載
し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ

ト
８
号
機
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら
次
の
と

お
り
打
上
げ
予
定
で
す
（
時
刻
は
日

本
標
準
時
）。

●
打
上
げ
予
定
日
時

　

12
月
７
日
（
日
）

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

●
打
上
げ
予
備
期
間

　

12
月
８
日
（
月
）
～
１
月
31
日
（
土
）

　
「
み
ち
び
き
（
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ

ム
）」
は
、
準
天
頂
軌
道
の
衛
星
が
主

体
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
日
本

の
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

現
在
４
機
体
制
で
運
用
さ
れ
て
い

る
「
み
ち
び
き
」
で
す
が
、
今
後
は

み
ち
び
き
単
独
で
の
持
続
測
位
が
可

能
と
な
る
７
機
体
制
へ
の
整
備
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
運

用
状
況
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

年
内
最
大
の
満
月
が
見
ら
れ
ま
す

　

一
年
で
最
も
大
き
く
見
え
る
満
月

を
「
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
」
と
呼
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
の
場
合
は

11
月
５
日
の
満
月
が
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。

　

月
の
大
き
さ
が
変
化
し
て
見
え
る

理
由
は
、
地
球
を
回
る
月
の
軌
道
が

円
で
は
な
く
楕
円
形
だ
か
ら
で
す
。

近
地
点
で
は
月
と
地
球
の
距
離
は
約

35
万
㎞
、
遠
地
点
で
は
約
40
万
㎞
と

な
り
ま
す
。
月
の
軌
道
は
太
陽
や
地

球
の
重
力
の
影
響
で
変
動
す
る
た
め

実
際
の
距
離
は
観
測
時
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
こ
の
約
５
万
㎞
の
差

が
満
月
の
見
た
目
の
大
き
さ
と
明
る

さ
に
影
響
し
ま
す
。
２
０
２
５
年
で

地
球
か
ら
最
も
遠
い
満
月
は
、
４
月

13
日
で
し
た
。
今
回
の
満
月
は
、
こ

の
時
の
満
月
に
比
べ
て
視
直
径
が
約

14
％
大
き
く
見
え
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
秋
の
夜
空
を
眺
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
２
０
２
５

　
　
　
　
　
　
　

が
開
催
さ
れ
ま
す

　

宇
宙
を
身
近
に
感
じ
、
未
来
へ
の

期
待
を
感
じ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と

を
目
指
す
「
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
」

が
11
月
８
日
（
土
）
～
11
月
24
日(
月
・

祝)

（
※
期
間
中
の
土
日
祝
日
の
み
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
イ
ベ
ン

ト
テ
ー
マ
は
「
予
感
」。
宇
宙
ヶ
丘
公

園
が
メ
イ
ン
会
場
と
な
り
ま
す
が
、

宇
宙
科
学
技
術
館
や
科
学
館
周
辺
の

芝
生
広
場
で
も
24
作
品
が
展
示
予
定

で
す
。

（
記
事
の
内
容
は
10
月
８
日
現
在
）　

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　☎㉖ 9244

　種子島宇宙センターホームページＱＲ➡

自立支援協議会だより 種子島地区基幹相談支援センター　☎㉘ 3633

～
障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も

共
に
過
ご
す
地
域
づ
く
り
～

に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
Ｉ
Ｎ　

種
子
島
２
０
２
５　

日
程
：
12
月
6
日　
（
土
曜
日
）

会
場
：
中
種
子
町
中
央
公
民
館

時
間
：
10
時
00
分
～

　
　
　

17
時
30
分
（
予
定
）　
　

主
催
：
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ

     

Ｉ
Ｎ
種
子
島
実
行
委
員
会

共
催
：
種
子
島
地
区
自
立
支
援

　
　
　

協
議
会

後
援
：
鹿
児
島
県
知
的
福
祉
協

　
　
　

議
会
、
熊
毛
地
区
手
を

　
　
　

つ
な
ぐ
育
成
会
、
熊
毛

　
　
　

地
区
身
体
障
害
者
協
会
、

　
　
　

西
之
表
市
、
中
種
子
町
、

　
　
　

南
種
子
町

　

に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
Ｉ
Ｎ　

種
子
島
２
０
２
５
と
は
・
・
・

　

種
子
島
自
立
支
援
協
議
会
も

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
種
子
島

の
地
域
の
方
々
に
障
が
い
者
理

解
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
内
閣
府
が
設

定
す
る
障
が
い
者
週
間
（
12
月

３
日
～
12
月
９
日
）
に
合
わ
せ

て
、
障
害
を
抱
え
て
い
る
方
々

と
そ
う
で
な
い
方
々
が
と
も
に

参
加
し
て
楽
し
み
を
分
か
ち
合

う
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
つ
く

る
こ
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

親
睦
が
深
ま
り
、
共
生
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

内
容

講
演
会
：
「
僕
が
手
に
入
れ
た

発
達
障
害
と
い
う
止
ま
り
木
」

の
著
者

柳
家
花
録
（
落
語
家
、
発
達
障

害
当
事
者
）

「
問
題
を
問
題
と
思
わ
な
く
な
る

に
至
っ
た
考
え
方
」

ス
テ
ー
ジ
発
表
：
各
種
団
体
に

よ
る
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

映
画
上
映
：
「
ゆ
う
や
け
子
ど
も

ク
ラ
ブ
」
～
障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
放
課
後
を
支
援
す
る
活
動
～

会
場
内
：
特
別
支
援
学
校
作
品

展
示
な
ら
び
に
福
祉
事
業
所
に

よ
る
物
品
販
売

　

ご
都
合
が
合
う
方
は
皆
さ
ま

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
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公立病院だより 　公立種子島病院　☎㉖ 1230　外来看護師　大﨑真愛

　　　　　　公立種子島病院ホームページＱＲ➡

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
冬
に
流

行
す
る
感
染
症
で
、
38
度
以
上
の
高

熱
、
咳
、
喉
の
痛
み
、
体
の
だ
る
さ

な
ど
の
症
状
が
突
然
現
れ
る
の
が
特

徴
で
す
。
一
般
的
な
風
邪
よ
り
も
症

状
が
重
く
、
学
校
や
仕
事
を
長
く
休

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
高

齢
者
や
小
さ
な
子
供
、
持
病
の
あ
る

人
は
重
症
化
し
や
す
く
、
肺
炎
や
脳

炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
入
院
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
や

重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
有
効
な
の
が

予
防
接
種
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
ウ
イ

ル
ス
の
型
に
合
わ
せ
て
毎
年
内
容
が

変
わ
る
た
め
、
毎
年
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
を

つ
く
り
、
体
が
ウ
イ
ル
ス
に
対
抗
で

き
る
よ
う
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

接
種
す
る
こ
と
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
に
く
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

か
か
っ
た
場
合
で
も
症
状
が
軽
く
す

む
こ
と
が
多
く
、
重
症
化
を
防
ぐ
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
予

防
接
種
は
自
分
を
守
る
た
め
で
な
く
、

家
族
や
周
り
の
人
を
守
る
こ
と
に
も

繋
が
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

非
常
に
感
染
拡
大
し
や
す
い
感
染
症

で
す
。
そ
の
た
め
家
庭
や
職
場
、
学

校
な
ど
で
多
く
の
人
が
接
種
し
て
い

れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
の
広
が
り
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
、
集
団
感
染
を
防
ぐ
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。
特
に
重
症
化

し
や
す
い
人
が
近
く
に
い
る
場
合
は

自
分
が
感
染
源
に
な
ら
な
い
よ
う
注

意
が
必
要
で
す
。

　

予
防
接
種
は
効
果
が
出
る
ま
で
に

２
週
間
ほ
ど
か
か
り
、
約
５
ヶ
月
間

持
続
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、

流
行
前
の
10
月
か
ら
11
月
頃
に
接
種

す
る
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
だ
け
で
な
く
、
手
洗
い
う

が
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
混
み
を

避
け
る
こ
と
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
「
か
か
っ
て

か
ら
治
す
」
よ
り
「
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

分
自
身
の
健
康
と
大
切
な
人
を
守
る

た
め
に
、
毎
年
予
防
接
種
を
し
っ
か

り
受
け
て
、
安
心
し
て
冬
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

インフルエンザから身を守るために

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午後２時～５時

【受付時間】

午前８時 30 分

～午後４時

小児科
鹿児島大学
派遣医師

７日・21 日

内科 藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

眼科
　耳鼻咽喉科
　消化器内科

鹿児島大学眼科
10 日・11 日
17 日・18 日

鹿児島大学
耳鼻咽喉科

毎週

整形外科
リウマチ科
精神科

もの忘れ
ストレスケア外来

（19 日）

リウマチ科
６日・20 日

※当番医　：　２日（日）

夜間、休日は外来対応していません。休日は当番医の受診をお願いします。

■公立種子島病院の診療情報　火曜日の整形外科を受診される方は、必ず事前に電話で問い合わせをお願いします。

診療時間 診療科 月 火 水 木 金

午前９時～正午

【受付時間】

午前８時
～午前 11 時

小児外科
鹿児島大学
派遣医師

７日・21 日

小児科 14 日
13:00 ～ 15:30

内科 藤田
三宅

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

眼科
　耳鼻咽喉科
　消化器内科

鹿児島大学眼科
10 日・11 日
17 日・18 日

鹿児島大学
耳鼻咽喉科

毎週

整形外科
リウマチ科
精神科

整形医師
もの忘れ

ストレスケア外来
（19 日）

リウマチ科
６日・20 日

午前の部

午後の部
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婚姻・出生・死亡届社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,027 人 ( -4) 出生 ２人

男　性 3,419 人 ( +3) 死亡 16 人

女　性 3,608 人 ( -2) 転入 27 人

世帯数 4,045 戸 (+10) 転出 20 人

※（　）は前月との比較（９月末現在）

火事・救急

火事・救急 (町内）　９月中

火　事 0件 うち建物 0件

救　急 39 件 うち急病 28 件

交通事故（人身）

交通事故 町内 島内

発生件数 0件 (-2) 1 件 (-3)

死 者 数 0件 ( 0) 0 件 ( 0)

負傷者数 0件 (-2) 1 件 (-3)

※令和７年９月、(　)は前年同時期比較

●寄付のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議

会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感

謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申

し上げます。（敬称略）

西村　美知江 ( 伏之前 )　遠藤　一幸 (原之里 )

指宿　恒郎　(神奈川県 ) 赤坂　ますみ (西之山 )

上妻　ヨリ子 ( 池之平 )　山元　昭一 (横　町 )

德永　園実　 ( 牧　川 )　春田　政子（平　鍋）

園田　浩昭　 （中　山）　 加藤　政義（畠　田）

戸 籍 の 窓
令和７年９月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
名前 集落

高橋　柊一朗 上　方

河東　美伽 旭　町

こんにちは赤ちゃん

男の子 名前 両親 集落

大久保　伊
い お り

織 幸伸・まどか 中山

おくやみ申しあげます

名前 集落 年齢

羽生　秋則 美　座 73 歳

指宿　ハツエ 美　座 90 歳

赤坂　良秋 西之山 75 歳

上妻　健一 池之平 89 歳

山元　明子 横　町 90 歳

春田　尚久 平　鍋 89 歳

中居　きく 旭　町 97 歳

德永　文紀 牧　川 67 歳

園田　ヱツ 中　山 88 歳

大山　隆行 伏之前 76 歳

加藤　昭代 畠　田 61 歳

尾形　妙子 畠　田 79 歳

野邊　信明 横　町 70 歳

　

機
械
に
よ
る
防
災
無
線
の

放
送
を
始
め
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
職
員
が
録
音
し

た
防
災
無
線
の
放
送
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
11
月
１
日
か
ら
機

械
に
よ
る
音
声
合
成
技
術
を
活

用
し
た
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
機
械
に
よ
る
放
送
を

開
始
後
も
、
し
ば
ら
く
の
間
は

職
員
が
録
音
し
た
放
送
を
併
用

し
て
運
用
し
ま
す
。
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お知らせ版（11 月）
◆休日当番医
　①　種子島医療センター（☎ 0570-09-0960）　②　田上診療所（☎ 27-0325）
　③　公立種子島病院（☎ 26-1230）　④　中種子クリニック（☎ 27-3222）　

●日曜給油当番
　①　GLOBAL THINK（株）中央給油センター（☎ 24-2255）
　②　種子島石油 (株 )中種子中央給油所（☎ 27-0205）

日 行事 時間 場所

１（土）第 46 回中種子町農林漁業祭         9:00～ 14:00 種子島中央体育館

２（日）◆休日当番医③　●給油当番①　　　　

３（月）
◆休日当番医①　　　　　　　　　　　 🎌文化の日　　

第 48 回町民文化祭（舞台発表）　※２～４日展示の部　　　第 48 回町民文化祭（舞台発表）　※２～４日展示の部　　　

４（火）幼児学級（１～３歳）　　　　　　 10:30～ 11:30 中央保育所

６（木）にじいろクラス　　　　　　　　 13:30 ～ 15:00 こども家庭センター

７（金）赤ちゃん教室（１歳未満）　　　　　  10:00～ 11:30 福祉センター

８（土）土曜授業

９（日）

◆休日当番医①　●給油当番②　　　　

第 50 回中種子町駅伝競走大会　　　　　   8:30 ～ 中種子町営陸上競技場

壮年バレーボール大会  12:00 ～ 種子島中央体育館

10（月）よろず支援拠点定期相談会　　　　　   9:00～ 16:00 防災センター２階会議室

12（水）にじいろメンテ　　　　　  13:30 ～ 16:00 こども家庭センター

14（金）
幼児学級（１～３歳）　　　　　　  10:00 ～ 11:30 福祉センター

母子手帳交付　　　　  13:30～ 15:00 こども家庭センター

15（土）
チャレンジキッズ　　　　   9:00 ～

りんくのおおひろば　　　　　　　   9:00～ 12:00 中央公民館大ホール

16（日）◆休日当番医①　●給油当番①　     

18（火）高齢者学級どんぐり　　　　　　　　 10:00 ～ 中央公民館小会議室

20（木）にじいろ健診　５歳児　　　　 13:00 ～ 16:00 保健センター

22（土）中央公民館図書室おはなし会　　　　　　　　　　　　　　  10:30～ 11:00           中央公民館和室

23（日）

◆休日当番医②　●給油当番②　　　　🎌勤労感謝の日　

マイナンバーカード時間外開庁日　　　　　　   8:30～ 12:00 町民課

種子島相撲大会　　　　　　　　　　　　　　 　8:30 ～ 南種子町

24（月）◆休日当番医①　　　　　　　　　　　🎌振替休日　　　

26（水）にじいろメンテ            13:30～ 16:00 こども家庭センター

27（木）赤ちゃん教室（１歳未満）　　　　　  10:00～ 11:30 福祉センター

28（金）
にじいろ健診　乳児、２歳児　　　　   9:00～ 12:00 保健センター

母子手帳交付　　　　　　　　　　  13:30～ 15:00 こども家庭センター

30（日）
◆休日当番医④　●給油当番①　　　　　　 

第 55 回地区市町村対抗駅伝競走大会　　　　 　9:00 ～ 南種子町

マイナンバーカード申請・交付の時間外開庁日　毎週（火）　17:15 ～ 19:00 まで
りんくのひろば　平日（月～金）9:00 ～ 17:00（最終入室 16:30）　交流スペースで実施。立ち飲みカフェあります。
こどもの予防接種　※予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確認・ご予約をお願いします。
こども家庭センター　妊婦体験や沐浴指導などは個別に対応しますので、ご希望の方はこども家庭センター
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 ☎（27-1111 内線 254）までお問い合わせください。

休 日
当番医

日 曜
給 油

町ＨＰ

イベント
カレンダー

マイナンバー
カード開庁日

こども家庭
センター
りんく

バス・乗合
タクシー

ＳＮＳ

ＬＩＮＥ
中種子町

Instagram
中種子町地域
おこし協力隊

Facebook
中種子町
企画課

YouTube
種子島なかたね
チャンネル



■
電
話

0997-27-1111（
内
線

259）
■
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
0997-27-3634

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

https://town.nakatane.kagoshima.jp/
広

報
な

か
た

ね
11

月
号

　
令

和
７

年
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月
24

日
発

行
■
発
行
／
鹿
児
島
県
中
種
子
町
役
場

■
編
集
／
企
画
課
広
報
係
　

島の四季彩 
ヒメヤブラン（キジカクシ科）

【漢字表記】姫藪蘭
【分布】北海道南西部～琉球、
　　　 台湾・中国
【生育地】海岸にしばしば群生
【繁殖形態】実生、株分け
　和名はヤブラン ( ヤブラン属 ) の仲間で小型である
ことに由来します。高さ 10cm 程で、庭などによく植
栽されているジャノヒゲ ( 別名リュウノヒゲ、ジャノ

ヒゲ属 )に似た常緑の多年草です。花期は夏、長さ 10
～ 15cm の花茎の先に淡紫色の小花をまばらに着けま
す。実 ( 植物学上は種子 ) は冬に熟し、紫黒色になり
ます。島内では、海岸付近の砂浜に多く生育し、匍匐
枝を出して繁茂し、砂の移動を抑制しています。小さ
く可憐なため、盆栽に利用されることもあります。似
た植物に、ヒメヤブランよりやや大きいジャノヒゲと
大型になるヤブランありますが、両種とも島内には自
生していません。属は異なりますが、ヤブランに似た
ノシラン ( ジャノヒゲ属 ) が林床に自生しており、冬
季には瑠璃色の光沢のある実が見られます。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子屋久高速船株式会社

公式ＷＥＢサイトで
楽々！スマート予約！
搭乗予定日の前日まで、

（※16：00 まで）　　　
ネット予約が可能です！

公式 WEB サイト
https://www.tykousoku.jp/
　　　　　　ＱＲコード検索➡

公式ｘ
　　　　　　ＱＲコード検索➡

YouTube 配信始めました！
　　　　　　ＱＲコード検索➡

※クレジット決済やコンビニ決済（ファミリー　
　マート他）ができます。
※決済後のキャンセルには所定のキャンセル手数料
　がかかりますのでご了承ください。

西之表営業所　0570-004015 ／ 7 時～ 17 時※
　　　　　　　　※金・土・月は 6時～ 17 時

最 新 美 容 機 器 に よ る 

本 格 シ ミ ・ 肝 斑 ケ ア 
専 門 エ ス テ 本 気 で 変 え る な ら 1 0 ヶ 月 コ ー ス / 
初 回 体 験 継 続 コ ー ス 

9 , 8 0 0 円 1 0 0 , 0 0 0 円 
1 0 ヶ 月 / 1 0 回 

初 回 1 0 回 

そ の 他 人 気 メ ニ ュ ー 
ま つ 毛 エ ク ス テ 
ま つ 毛 パ ー マ 
ワ ッ ク ス 脱 毛 

ご 予 約 は こ ち ら か ら 

女 性 専 用 
ま つ 毛 エ ク ス テ サ ロ ン ム ム 
⑨   南 種 子 町 島 間 7 お気軽にお問い合わせください

住所　鹿児島県熊毛郡中種子町野間 4287-1
電話　0997-27-1253　担当　中村

公益財団法人種子島農業公社

さ と う き び 収 穫
季 節 作 業 員 募 集
■給与　220,000 円～ 375,000 円
　　　　（時給×８ｈ× 25 日）
●時給＋手当
　オペレーター　 1,875 円
　補助員　　　　 1,300 円
　精脱作業員　　 1,100 円
  運転手（ユニック）　1,500 円
　　　　 （10tダンプ）1,875 円
■作業内容　さとうきび・甘藷収穫作業
　　　　　　その他農作業
■時間　午前８時～午後５時
■期間　９月～５月
■資格
　オペレーター・補助員・精脱作業員
　（普通自動車免許もしくは原付免許）
　10tダンプ（大型自動車免許）
　ユニック（大型自動車免許、小型移
動式クレーン、玉掛け免許）
■勤務地　町内各さとうきび圃場（現
場へは各自で移動）、公社精脱施設
■応募　オペレーター（３人）、補助員
（６人）、精脱作業員（６人）10tダンプ
（１名）、ユニックトラック（３名）


